
 
 

本
格
的
な
夏
へ
！ 

 
梅
雨
が
明
け
、
日
本
は
本
格

的
な
暑
い
夏
を
迎
え
ま
し
た
。

平
和
台
の
皆
さ
ん
、
如
何
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
！ 

四
年
に
一
度
、
開
催
さ
れ
る

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

（
Ｗ
杯
）
ブ
ラ
ジ
ル
大
会
が
先

日
、
終
わ
り
ま
し
た
。
決
勝
は

ド
イ
ツ
対
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
行

わ
れ
、
延
長
戦
の
末
に
ド
イ
ツ

が
一
対
〇
で
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
を

破
り
、
二
十
四
年
ぶ
り
四
度
目

の
優
勝
で
大
会
の
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。
次
回
、
二
〇
一
八
年
の

大
会
は
ロ
シ
ア
で
開
か
れ
ま
す
。 

今
大
会
で
予
選
を
突
破
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
日
本
サ

ッ
カ
ー
界
の
奮
起
が
望
ま
れ
て

い
ま
す
。 

 

戦
争
の
足
音 

  

今
、
世
界
を
見
る
と
イ
ス
ラ

エ
ル
と
「
ハ
マ
ス
」
の
地
上
戦

拡
大
の
ニ
ュ
ー
ス
や
や
ウ
ク
ラ

イ
ナ
東
部
で
起
こ
っ
た
マ
レ
ー

シ
ア
航
空
機
の
撃
墜
事
件
な
ど
、

戦
争
の
足
音
が
日
増
し
に
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。 

国
内
で
は
集
団
的
自
衛
権
の

解
釈
が
憲
法
を
超
越
し
て
、
政

治
主
導
で
戦
争
が
で
き
る
形
に

解
釈
の
見
直
し
が
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
地
方
政
治
で
は
、

東
京
の
都
議
会
で
低
次
元
な
ヤ

ジ
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
、

泣
い
た
り
、
謝
っ
た
り
を
繰
り

返
し
て
い
る
有
様
、
兵
庫
県
で

は
、
あ
る
県
議
が
政
務
活
動
費

の
使
途
を
聞
か
れ
る
と
「
号
泣
」

し
て
何
が
な
ん
だ
か
分
か
ら
な

い
発
言
を
繰
り
返
す
様
相
な
ど
、

ま
る
で
駄
々
を
こ
ね
る
子
供
の

よ
う
で
す
。
議
会
の
品
位
は
、

一
体
ど
こ
に
行
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。 

マ
ス
コ
ミ
が
注
視
し
て
い
る

来
春
の
統
一
地
方
選
挙
の
前
と

は
言
い
な
が
ら
、
相
次
ぐ
議
員

の
情
け
な
い
行
動
は
議
会
に
対

し
て
、
一
層
の
政
治
不
信
、
低

投
票
率
に
つ
な
が
る
こ
と
は
必

定
で
す
。
地
方
議
員
の
一
人
と

し
て
責
任
の
一
端
を
感
じ
て
い

る
今
日
こ
の
頃
で
す
。 

 
高
濃
度
焼
却
灰
の
行
方 

 

東
日
本
大
震
災
か
ら
三
年
が

経
過
し
ま
し
た
が
、
我
孫
子
市

は
引
き
続
き
、
復
旧
・
復
興
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
や
、

放
射
能
対
策
も
継
続
的
に
行
な

っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

特
に
柏
・
松
戸
・
流
山
市
の
高

濃
度
放
射
能
を
含
む
焼
却
灰
の

一
時
保
管
問
題
は
、
国
の
最
終

処
分
場
が
決
ま
ら
な
い
場
合
、

持
ち
込
ん
だ
三
市
が
責
任
を
持

っ
て
引
き
上
げ
る
約
束
と
な
っ

て
い
ま
す
。
待
っ
た
な
し
の
大

詰
め
の
状
況
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
人
口
減
少
や
急
速
に

進
行
す
る
少
子
高
齢
化
の
た
め
、

生
活
保
護
や
障
害
者
介
護
な
ど

の
扶
助
費
、
国
民
健
康
保
険
や

介
護
保
険
な
ど
の
特
別
会
計
へ

の
負
担
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

加
え
て
水
害
対
策
や
公
共
施
設

の
老
朽
化
対
策
な
ど
多
額
な
事

業
が
今
後
も
予
想
さ
れ
、
こ
れ

か
ら
も
行
財
政
改
革
を
断
行
し
、

財
源
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。 

 

六
月
定
例
市
議
会 

 

六
月
定
例
市
議
会
は
二
日
か

ら
二
十
日
ま
で
の
十
九
日
間
行

な
わ
れ
ま
し
た
。 

主
な
議
案
は
職
員
給
与
の
一

部
改
正
（
五
十
五
歳
以
上
、
課

長
職
相
当
、
給
与
減
額
と
定
昇

見
送
り
）、
新
木
駅
自
由
通
路
と

駅
舎
建
設
、
Ｊ
Ｒ
と
の
協
定
書

の
締
結
（
十
五
億
二
千
六
百
万

円
、
八
月
に
工
事
ス
タ
ー
ト
）
、

任
期
付
職
員
の
採
用
に
関
す
る

条
例
の
制
定
（
あ
び
こ
魅
力
発

信
室
長
、
年
収
八
百
五
十
万
円

課
長
職
待
遇
）、
補
正
予
算
は
六

億
二
千
九
百
万
円
（
消
費
税
ア

ッ
プ
に
伴
う
給
付
金
、
臨
時
福

祉
給
付
金
三
億
四
百
万
円
、
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
一

億
四
千
六
百
万
円
）
な
ど
で
九

議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 
      

陳
情
・請
願
関
係 

 

請
願
：
十
九
号 

「
手
話
言
語
法
」
制
定
を
求
め

る
件
所
の
提
出
を
求
め
る
請
願 

 

我
孫
子
市
ろ
う
あ
協
会 

会
長 

加
茂
川 

隆
文 

 

「
手
話
が
音
声
言
語
と
対
等
な

言
語
で
あ
る
こ
と
を
広
く
国
民

に
広
め
、
聞
こ
え
な
い
子
供
が

手
話
を
身
に
つ
け
、
手
話
で
学

べ
、
自
由
に
手
話
が
使
え
、
さ

ら
に
は
手
話
を
言
語
と
し
て
普

及
、
研
究
す
る
こ
と
の
で
き
る

環
境
整
備
を
目
的
」
と
し
、
国

会
に
「
手
話
言
語
法
を
制
定
す

る
」
よ
う
に
意
見
書
の
提
出 

→ 

全
会
一
致
で
可
決 

 

請
願
：
二
十
号 

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す

る
医
療
費
助
成
の
拡
充
に
関
す

る
請
願 

 

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
東
京
原
告
団 

代
表 

岡
田
京
子 

 

「
現
在
、
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患

者
に
対
す
る
医
療
費
助
成
は
Ｂ

型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
減

少
を
目
的
と
し
た
抗
ウ
イ
ル
ス

療
法
に
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、

対
象
か
ら
外
れ
て
い
る
患
者
が

多
数
に
の
ぼ
り
、
生
活
に
困
難

を
来
し
て
い
る
。」 

ウ
イ
ル
ス
性
肝
硬
変
・
肝
が
ん

に
係
る
医
療
費
助
成
制
度
を
創

設
す
る
よ
う
に
意
見
書
の
提
出 

→ 

全
会
一
致
で
可
決
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<
主
な
争
点> 

排
水
路
草
刈
の
委
託
に
つ
い
て
の

談
合
疑
惑
や
布
佐
地
区
小
規
模
復
興

住
宅
の
建
設
を
め
ぐ
る
カ
ル
テ
ル
疑

惑
な
ど
違
法
を
疑
わ
ら
れ
る
問
題
が

後
を
絶
た
な
い
。
執
行
部
は
公
正
取

引
委
員
会
、
千
葉
県
警
に
調
査
届
を

今
年
に
な
っ
て
二
回
続
け
て
提
出
す

る
と
い
う
不
測
の
事
態
が
生
じ
て
い

る
。
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
無
い

市
政
運
営
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
公
用
車
に
よ
る
事
故
件
数

が
毎
年
多
く
発
生
・
増
え
続
け
て
い

る
。
六
月
補
正
予
算
で
損
保
会
社
に

支
払
う
保
険
料
の
増
額
を
計
上
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
と
な
っ
た
。

市
職
員
に
よ
る
事
故
率
を
減
ら
す
具

体
的
な
施
策
等
の
取
り
組
み
が
急
務

と
な
っ
て
い
る
。 

                     

印
南 

宏
の 

六
月
議
会
に
お
け
る
取
り
組
み 

 

六
月
議
会
は
環
境
都
市
常
任
委
員

と
し
て
徹
底
し
た
審
議
に
努
め
ま
し

た
。
ま
た
、
議
会
改
革
特
別
委
員
会

副
委
員
長
と
し
て
議
会
基
本
条
例
の

制
定
に
向
け
、
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
最
終
日
の
午
前
中
、「
我

孫
子
市
視
覚
障
害
者
協
会
」
と
の
情

報
交
換
会
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

主
な
発
言
内
容 

  

○
環
境
都
市
常
任
委
員
会 
 

 
 

<

主
な
質
問
項
目> 

・
新
木
駅
自
由
通
路
及
び
橋
上
駅
舎 

新
設
工
事
の
協
定
書
の
締
結
（
含 

む
、
ホ
ー
ム
の
屋
根
増
設
を
） 

・
八
月
か
ら
念
願
だ
っ
た
「
新
木
駅 

橋
上
駅
舎
新
設
工
事
」
が
ス
タ
ー 

ト
！ 

                   

・
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
新
た
な
処 

理
施
設
（
現
有
場
所
に
建
て
替
え 

決
定
） 

・
我
孫
子
市
工
場
集
団
化
事
業
基
本 

調
査
と
こ
れ
か
ら
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー 

ル
（
住
工
混
在
解
消
策
） 

・
水
道
使
用
者
情
報
の
盗
難
事
件
と 

対
応
策
（
個
人
情
報
の
管
理
徹
底
） 

・
あ
び
こ
エ
コ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
３

「
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」 

の
推
進 

 

※
詳
細
は
議
会
だ
よ
り
、
市
議
会
Ｈ

Ｐ
の
録
画
等
で
い
つ
で
も
み
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

 http//www.disc
ussvision.net/

abikosi/2.html
 

 

～
気
に
な
る
動
き
～ 

 

変
わ
る
介
護
保
険 

 

六
月
十
八
日
の
国
会
に
お
い
て
、

「
介
護
保
険
総
合
推
進
法
」
が
成
立

し
、
来
年
八
月
か
ら
介
護
保
険
利
用

者
の
負
担
が
経
済
力
に
よ
っ
て
大
き

く
変
わ
っ
て
く
る
。 

 

我
孫
子
市
で
は
、
ま
ず
三
年
に
一

度
の
六
十
五
歳
以
上
の
一
号
被
保
険

者
の
保
険
料
が
改
定
さ
れ
る
。
前
回

は
据
え
置
き
だ
っ
た
が
、
改
定
せ
ざ

る
得
な
い
状
況
で
あ
る
。（
現
状
の
介

護
保
険
料
全
国
平
均
四
千
九
百
七
十

二
円/

月
、
我
孫
子
市
三
千
六
百
四
十

二
円/
月
） 

ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

入
所
も
介
護
認
定
三
以
上
が
条
件
と

な
り
、
預
金
一
千
万
円
以
上
あ
る
方

は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
老
健

施
設
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
の
利
用
で
、

食
事
代
・
部
屋
代
の
補
助
が
打
ち
切

ら
れ
る
。 

 

さ
ら
に
、
年
金
収
入
が
単
身
で
二

百
八
十
万
円
以
上
、
夫
と
専
業
主
婦

で
あ
っ
た
モ
デ
ル
世
帯
で
は
年
収
三

百
五
十
九
万
円
以
上
が
対
象
で
、
自

己
負
担
は
現
在
の
一
割
か
ら
二
割
負

担
と
な
る
。 

                                    

宏
は
こ
う
考
え
る
！ 

 

①
我
孫
子
市
小
中
一
貫
教
育
が
実
質

的
に
ス
タ
ー
ト
！ 

 

今
年
二
月
に
「
我
孫
子
市
小
中
一
貫

教
育
基
本
方
針
」
が
策
定
さ
れ
、
布

佐
中
学
校
区
で
の
平
成
二
十
七
年
度

モ
デ
ル
地
区
試
行
を
目
指
し
、
四
月

よ
り
、「
小
中
一
貫
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
」
の
作
成
を
開
始
し
て
い
る
。
六

月
議
会
の
補
正
で
小
中
一
貫
教
育
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
基
盤
と
な
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
の
布
佐
中
学
校
区
で
の
試
行
に

備
え
る
た
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末

計
四
十
台
を
布
佐
中
に
配
置
す
る
予

算
や
布
佐
南
小
に
ｉ
ｐ
ａ
ｄ
二
十
四

台
の
貸
与
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。                                                    

私のスローガン  「住んでよかった」そして「住んでみたい」と言われる街に 
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国
も
来
年
の
通
常
国
会
で
「
小
中

一
貫
教
育
学
校
」（
仮
称
）
の
制
度
設

計
を
学
校
教
育
法
の
改
正
案
と
し
て

提
出
す
る
と
し
て
い
る
。（
国
の
教
育

再
生
実
行
会
議
は
二
〇
一
六
年
度
に

も
制
度
導
入
を
模
索
中
） 

 

学
校
現
場
で
は
子
ど
も
の
心
身
の

成
長
が
早
ま
っ
て
い
る
こ
と
や
、
小

学
校
高
学
年
に
教
科
担
任
制
が
有
効

な
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

小
中
一
貫
校
が
制
度
化
さ
れ
れ
ば
、

小
中
九
年
間
の
学
年
を
柔
軟
に
区
切

る
こ
と
で
、
中
学
校
段
階
へ
の
移
行

が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
。（
中
一
ギ
ャ
ッ

プ
対
策
）
ま
た
、
地
域
の
実
情
に
合

っ
た
多
様
な
教
育
を
推
進
す
る
う
え

で
、
こ
れ
か
ら
取
り
組
む
、
布
佐
中

学
校
区
の
一
貫
教
育
モ
デ
ル
が
、
い

か
に
成
果
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
か
、

否
か
が
、
試
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

国
も
小
中
一
貫
教
育
を
成
功
さ
せ

る
た
め
に
、
財
源
の
確
保
や
教
員
免

許
制
度
の
改
革
な
ど
、
自
治
体
や
学

校
現
場
、
地
域
に
対
し
て
支
援
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
が
今
、
求
め
ら
れ
て

い
る
。 

 

②
恥
ず
か
し
い
行
為
、
今
、
議
会
人
の

品
位
は
！ 

  

東
京
都
議
会
の
ヤ
ジ
問
題
で
ご
近

所
の
方
、
数
名
か
ら
、
ご
意
見
を
い

た
だ
い
た
。「
女
性
議
員
は
何
か
と
議

会
で
大
変
な
の
ね
」「
我
孫
子
市
議
会

も
セ
ク
ハ
ラ
・
ヤ
ジ
が
あ
る
の
か
」

「
ど
ん
な
ヤ
ジ
が
あ
る
の
か
」
等
で

あ
る
。
問
題
の
起
こ
り
は
、
東
京
都

議
会
（
六
月
十
八
日
）
み
ん
な
の
党

会
派
の
塩
村
文
夏
議
員
が
出
産
の
支

援
策
を
め
ぐ
り
質
問
中
、「
自
分
が
早

く
結
婚
す
れ
ば
い
い
」「
自
分
が
産
め

よ
」
な
ど
と
い
う
ヤ
ジ
が
相
次
い
だ

一
件
で
あ
る
。
議
場
に
笑
い
が
起
こ

り
、
塩
村
議
員
が
涙
ぐ
む
場
面
も
あ

っ
た
。
都
議
会
に
抗
議
が
殺
到
し
た

よ
う
だ
。
そ
の
ヤ
ジ
問
題
を
め
ぐ
っ

て
マ
ス
コ
ミ
各
社
の
報
道
が
広
く
展

開
さ
れ
た
。 

私
に
投
げ
か
け
ら
れ
た
ご
意
見
・

質
問
の
内
容
は
、
我
孫
子
市
議
会
の

あ
る
女
性
議
員
が
新
聞
紙
上
や
テ
レ

ビ
等
で
我
孫
子
市
議
会
で
も
同
じ
よ

う
な
問
題
が
あ
る
と
語
っ
た
記
事
に

つ
い
て
で
あ
る
。 

 

私
も
議
員
の
一
人
と
し
て
思
う
こ

と
は
、
女
性
の
尊
厳
を
傷
つ
け
る
よ

う
な
政
治
家
の
不
適
切
な
発
言
は
言

う
べ
き
で
は
な
い
。
言
う
こ
と
は
、

む
し
ろ
「
恥
ず
か
し
い
行
為
」
で
あ

る
。
逆
に
今
の
世
の
中
は
女
性
が
支

え
て
い
る
と
も
思
っ
て
い
る
。 

我
孫
子
市
議
会
は
、
こ
れ
か
ら
議

会
基
本
条
例
を
年
内
に
策
定
し
、「
議

会
の
見
え
る
化
」
を
、
さ
ら
に
促
進

し
、
市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
市
議
会

を
創
造
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
で
あ
る
。
こ
ん
な
時
に
、
沸
き

起
こ
っ
た
問
題
は
、
今
後
、
し
っ
か

り
と
市
議
会
で
事
実
を
確
認
し
、
正

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。 地

方
自
治
法
百
三
十
三
条
：「
議
会

の
会
議
ま
た
は
委
員
会
で
侮
辱
を
受

け
た
議
員
は
、
議
会
に
訴
え
て
処
分

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
定
め

ら
れ
、
議
場
で
の
陳
謝
や
出
席
停
止

な
ど
の
懲
罰
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。 

         

     

③
ど
う
な
る
処
分
場
確
保
！ 

 

～
迫
る
期
限
～ 

柏
市
・
松
戸
市
・
流
山
市
の
「
高

濃
度
放
射
能
を
含
む
焼
却
灰
」
が
我

孫
子
市
内
に
位
置
す
る
千
葉
県
の
下

水
道
施
設
「
手
賀
沼
終
末
処
理
場
」

に
保
管
さ
れ
て
い
る
問
題
。
住
民
の

提
訴
に
よ
り
、
現
在
、
松
戸
地
裁
で

裁
判
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

手
賀
沼
終
末
処
理
場
は
一
時
保
管

施
設
で
あ
り
、
平
成
二
十
七
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
が
保
管
期
限
で
す
。

し
か
し
、
移
動
先
の
国
の
最
終
処
分

場
の
目
途
は
全
く
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
し
て
、
石
原
環
境
大
臣
か
ら
飛
び

出
し
た
「
最
後
は
金
目
で
し
ょ
う
」

発
言
で
最
終
処
分
場
の
受
け
入
れ
は
、

さ
ら
に
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

  

～
九
月
議
会
補
正
予
算
～ 

国
の
最
終
処
分
場
が
期
限
ま
で
に

決
ま
ら
な
い
場
合
は
、
持
ち
込
ん
だ

三
市
が
責
任
を
持
っ
て
引
き
上
げ
る

約
束
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
九
月
議
会
で
そ
れ
ぞ
れ
の
市

が
保
管
場
所
設
置
の
た
め
の
補
正
予

算
を
提
出
し
、
可
決
さ
れ
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
さ
に
大
詰
め

の
状
況
で
す
。 

 

～
次
回
裁
判
は
八
月
八
日
（金
）～ 

千
葉
県
を
相
手
に
行
わ
れ
て
い
る

裁
判
は
、
す
で
に
第
一
回
、
二
回
と

行
わ
れ
、
第
三
回
は
八
月
八
日
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
の

傍
聴
を
切
に
お
願
い
し
ま
す
。 

                                           

                                                   

私のスローガン  「住んでよかった」そして「住んでみたい」と言われる街に 
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＊『あびこ未来会議』 開催のお知らせ＊  
我孫子市議会の会派(グループ)「あびこ未来」( 印南宏(代表)、早

川真、坂巻宗男、飯塚まこと)では、第１９回、第２０回「あびこ未来
会議 (市政懇談会) 」を下記のごとく開催します。今回も多くの方々
のご参加を心より、お待ちしております。 
(予約の必要はありません。どうぞお気軽に、ご参加をお願いします。) 
 
テーマ：6月議会報告＆待ったなし！(議会改革)他 

日  時：7月31日(木) 
第19回 午前10時00分～近隣センター こもれび ☎7165-2011 

    第20回 午後 2時00分～我孫子市民プラザ会議室1 ☎7183-2111 

お問い合わせ：印南☎04-7189-1598  坂巻☎04-7183-2973 
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◆
何
か
の
縁
で
平
和
台
（
ウ
イ
ン
グ

→
平
和
台
七
丁
目
）
に
住
み
、
今
年

で
三
十
三
年
に
な
る
。
住
み
始
め
た

頃
は
人
口
が
日
々
増
え
続
け
、
街
が

大
き
く
変
貌
し
て
い
っ
た
。
近
所
か

ら
は
子
ど
も
達
の
声
が
多
く
聞
か
れ
、

我
が
家
も
三
人
の
子
の
成
長
に
一
喜

一
憂
し
て
い
た
あ
の
頃
。
今
は
懐
か

し
く
思
う
。
今
は
子
ど
も
の
数
も
激

減
、
少
子
高
齢
化
の
大
波
が
平
和
台

に
到
来
。
ま
さ
に
高
齢
者
の
街
と
変

貌
し
つ
つ
あ
る
。
昨
年
の
七
月
、
第

八
十
五
号
「
平
和
台
が
好
き
」
に
も

書
い
た
が
、
布
佐
平
和
台
自
治
会
は

少
子
高
齢
化
に
伴
う
諸
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
専
門
の
検
討
委
員
会
を

発
足
さ
せ
た
。
そ
れ
が
「
Ｆ
Ｈ
未
来

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
あ
る
。
現
在
、

八
名
の
メ
ン
バ
ー
が
月
に
二
回
、「
住

み
良
い
ま
ち
」
を
創
る
こ
と
を
テ
ー

マ
に
話
し
合
い
を
鋭
意
行
っ
て
い
る
。

私
も
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
し
て
参
加

し
て
い
る
が
、
Ｆ
Ｈ
未
来
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
任
期
も
後
残
す
と
こ
ろ
半
年

余
り
と
な
っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
い
か
に
出
し

て
い
く
の
か
、
厳
し
い
局
面
に
立
た

さ
れ
て
い
る
。
今
日
ま
で
、
ゴ
ミ
の

出
し
方
、
自
治
会
組
織
の
在
り
方
、

役
員
の
免
除
規
定
、
再
任
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
、
平
和
台
祭
、
防
災
、
建
築

協
定
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
議
論
・

検
討
し
て
き
た
が
、
今
日
ま
で
、
具

体
化
し
た
施
策
は
「
ご
み
の
出
し
方

の
見
直
し
」
の
み
で
あ
る
。
今
後
も
、

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
安
全
・
安
心

な
住
み
良
い
布
佐
平
和
台
自
治
会
を

い
か
に
創
っ
て
い
く
の
か
、
ど
こ
の

自
治
会
も
真
剣
に
悩
ん
で
い
る
問
題

で
あ
る
。
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
は
我

が
家
の
ご
と
く
、
ま
ち
を
愛
す
る
こ

と
か
ら
始
ま
る
。
一
生
懸
命
に
我
が

ま
ち
の
こ
と
を
考
え
、
住
み
良
い
ま

ち
に
す
る
た
め
知
恵
を
出
し
合
う
こ

と
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
だ
と
思

っ
て
い
る
。
◆
先
日
、
テ
レ
ビ
番
組

で
お
笑
い
芸
人
ゴ
ル
ゴ
松
本
が
二
〇

一
一
年
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
少
年

院
の
慰
問
を
続
け
て
い
る
姿
を
特
集

し
て
い
た
。
漢
字
の
「
成
り
立
ち
」

を
説
明
し
な
が
ら
人
生
を
語
る
彼
の

姿
に
私
は
な
ぜ
か
、
涙
が
出
る
ほ
ど

の
感
動
を
覚
え
た
。
な
ぜ
な
ら
、
ゴ

ル
ゴ
松
本
の
説
明
を
聞
く
、
更
生
を

目
指
す
少
年
た
ち
の
姿
、
そ
の
発
言

や
メ
モ
を
取
る
姿
勢
な
ど
、
全
員
が

輝
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
『
命
』

と
い
う
文
字
は
、
「
人
」
＋
「
一
叩

き
」
で
出
来
て
い
る
。
一
叩
き
の
連

続
＝
心
臓
の
鼓
動
で
あ
り
、
そ
れ
が

『
命
』
で
あ
る
。
全
て
の
始
ま
り
は

「
女
」
で
あ
る
。
「
女
」
＋
「(

土)

台
」
で
『
始
ま
る
』
だ
か
ら
、
女
の

人
を
粗
末
に
し
て
は
い
け
な
い
。
優

し
く
し
て
あ
げ
て
、
尊
敬
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
苦
難
、
困
難
、
災
難
、

が
無
い
人
生
を
『
無
難
』
と
い
う
け

ど
、
難
が
有
る
人
生
は
『
有
難
い
』

と
い
う
こ
と
だ
。
ど
ん
な
こ
と
で
も

有
難
い
。
挫
折
し
て
も
挫
折
し
て
も

軌
道
修
正
し
て
、
目
標
を
失
わ
な
け

れ
ば
、
い
つ
か
き
っ
と
夢
は
叶
う
。

辛
い
事
は
有
難
い
事
。
そ
れ
を
幸
せ

に
変
え
て
頑
張
ろ
う
。
人
文
字
・
ギ

ャ
グ
の
芸
人
だ
な
ん
て
簡
単
に
言
え

な
い
。
人
生
を
語
る
彼
の
姿
が
輝
い

て
見
え
た
。
◆
最
近
、
あ
る
自
動
車

会
社
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
『
枠
に
は
ま

る
な
』
と
い
う
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
感

動
し
た
。
「
自
分
の
限
界
を
自
分
で

決
め
て
い
な
い
か
。
過
去
の
常
識
に

し
ば
ら
れ
て
い
な
い
か
。
本
来
、
人

間
は
自
由
な
存
在
だ
。
自
由
で
あ
る

は
ず
の
人
間
が
、
自
ら
自
由
を
手
放

し
て
ど
う
す
る
。
し
ょ
せ
ん
限
界
も

常
識
も
過
去
の
も
の
。
自
由
な
創
造

を
邪
魔
す
る
過
去
な
ど
、
忘
れ
て
し

ま
お
う
。
新
し
い
知
恵
で
困
難
に
立

ち
向
か
え
。
時
代
の
先
を
ゆ
け
。
今

ま
で
の
枠
の
中
に
、
未
来
は
な
い
の

だ
か
ら
。
そ
う
、
僕
た
ち
は
、
な
ん

に
で
も
な
れ
る
。
僕
た
ち
は
、
ど
こ

へ
で
も
ゆ
け
る
。
」
若
さ
あ
ふ
れ
る

挑
戦
的
な
文
章
だ
が
、
現
実
を
表
し

て
い
る
。
何
歳
に
な
っ
て
も
、
こ
ん

な
気
持
ち
を
持
ち
続
け
た
い
も
の
だ
。

◆
七
月
十
一
日
、
我
孫
子
市
消
防
職

員
二
十
二
歳
が
埼
玉
県
警
察
本
部
に

詐
欺
未
遂
（
振
り
込
め
詐
欺
）
容
疑

で
逮
捕
さ
れ
、
さ
い
た
ま
地
方
検
察

庁
か
ら
起
訴
さ
れ
る
と
い
う
信
じ
難

い
不
祥
事
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
毎

日
の
よ
う
に
高
齢
者
を
狙
っ
た
振
り

込
め
詐
欺
事
件
が
後
を
絶
た
な
い
中
、

市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
べ
き
、

消
防
職
員
（
公
務
員
）
が
関
与
し
た

悪
質
な
事
件
に
憤
り
を
強
く
感
じ
て

い
る
。
我
孫
子
市
の
職
員
採
用
に
何

か
問
題
は
な
い
の
か
、
公
務
員
と
し

て
の
倫
理
観
の
欠
如
・
指
導
体
制
は
、

市
民
に
対
す
る
仕
事
の
姿
勢
等
、
市

議
会
も
含
め
て
、
こ
の
よ
う
な
不
祥

事
が
二
度
と
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
原

点
に
返
り
、
一
か
ら
見
直
し
を
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
重
要
な
こ
と
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
、
一
人
ひ
と
り
が
、
今
政
治

や
行
政
の
行
っ
て
い
る
こ
と
に
強
く

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
自
分
の

問
題
と
し
て
関
与
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。
私
が

高
校
生
の
頃
、
流
行
っ
た
「
三
無
主

義
」。
何
事
に
も
自
分
中
心
で
、
他
の

こ
と
に
は
「
無
気
力
」、「
無
責
任
」、

「
無
関
心
」
で
は
、
今
の
時
代
、
生

き
て
行
く
こ
と
は
で
き
な
い
。 

宏  

印南 宏後援会 

〒270-1198 我孫子市日の出 1131 

（日本電気労働組合我孫子支部内） 

Tel ７１８４－２８６０ 

 

印南 宏 自宅 

布佐平和台７－１－１８ 

Tel ７１８９－１５９８ 
E-メール hiroinabiko@kca.biglobe.ne.jp 
HP http://www7b.biglobe.ne.jp/~innami-hiroshi/ 
ﾌﾞﾛｸﾞ http://hiroshi4649.at.webry.info/ 
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